






























1) 本論と注における小説の引用に用いたテキストは， J ean Cocteau，心乃; Enfal/Is tl'riblt's dans 
<Euvres compl鑼es dl' Jeau Cocteau (以下 æUVrt>s と l略記)， Marguera t, 19"6-1% 1, ton1t' 1 0 ( ) 
中のページ数は，特に断らぬ限り全てこのテキストのページ数である。
2) 主人公ポールがj盈うリセ・コンドルセとは，他ならぬコクトー自身の母校であり， rシテ・モ
ンティエはアムステルダム街とクリシー街にはさまれている J (p. 191) の一文で始まるこの小説
の冒頭部， リセ・コンドルセ周辺の描写は，パルザック的なまでに詳細・正確を極めたものであ









(p. 206) を併せ持ち「ベットがなければ物置と見間違えるであろう j






















3) ]. Cocteau , 1初-traÎI-SOII'VellÎr， (>lI tl'etÎf~ll a7'ec Rogn・ Slèþholle， Tallandier, 1964, p. 18. 
4) cf. J. Cocteau, Enlrelﾌms ava And，せ Iろ-aiglleau ， Ed. du Rocher, 1988, 7'" entreticn. 
5) d. Monique Lange, Corteau, Prince sans royaum(', Jean-Claude Lattès, 1989, chapitre XXII. 
6) r恐るべき子供たちJ 1 :\版後程なく，ジャンヌ・プルゴワンがまるでエリザベートの死を再現
するかのように自殺を遂げる。このスキャンダラスな事件で，コクトーは厳しいjlI:問の非難をj谷























































にポールが自動得点計を押すと，辺りは「電信のパチパチ l鳴り響く音J (p. 
277) に包まれる。ここでエリザベートは目覚めて夢ならではと言えるこの
surréel な場面は終わるが，その解釈はさておき101 ここで特に問題にしたい










者の国〉へJ， rフランス語フランス文学研究j 第53号， 1988. を参照して頂ければ幸いである。
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さしく dénouement において 18世紀末の牧歌的な恋愛小説『ポールとヴイ

















ために本国フランスへと向かう第 l 幕。それに続く第 2 幕では，原作中ヴイル
ジニーからの手紙等でごく間接的に描かれるに過ぎないパリに終始舞台が設定
され，社交界が戯画化して描かれる。この大胆な原作の改変もさることながら，





11) Liliana Gnruti delli Ponti, Raymυnd Radiguet : Gli 1lIcditi, 馘it卲n bilingue franco-italienne, 
Parma, Guanda, 1967, pp. 43-158. なお，オペラ=コミヅクが辿った数奇な運命に関して，また
コクトーが如何にこの作品に執着していたかについては， Milorad , Avec les musiciem in Cahiers 
Jeall Cocleau, nO 7, Gallimard, 1978，に言学しし、。
12) オペラ=コミック『ボールとヴイルジニーI に附して，本論で問題にする第 3 幕第 3 場以降は，
コクトー自身の手で脅:かれた。 (d. Jean Touzot , .Jc>a1l Cucteau, Manufacture, 1989, pp. 263-272) 
そこに展開される独創は，紛れもなくコクトーのものであろう。なお，それ以外の部分の筆を
執ったラデイゲとこのオペラ=コミックとの関係については，拙稿 rr ドルジェル伯の舞踏会j
試論J ， GALLIA 第30号， 1991，を参照されたい。
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ラ=コミック『ポールとヴイルジニーj は，このまますんなりとは終わらない。






















13) Cocteau et Ra似刈lC叶正di氾gue討t ， Paωu/ et l'，仇iη'1百苫gt川
ジ数は全てこのテキストのペ一ジ数であるο
14) 更に同じパターンの会話は， w恐るべき子供たち』から 3 年後，コクトー独自のオイディプス





































とヴイルジニ ~j は， もっと顧みられて然るべき，コクトー研究のひとつの鍵


















はありませんか。(. • .)y 7)
死んだヴイルジニーがポールを連れに現れて，彼らの家族をも一緒に死者の










16) この作品は，ポールの「みんな食卓にリ (p. 1(0) という掛け声と共に.今や揃って死者の
仲間入りを果たしたこ家族がテープルを閉むところで閉幕となる。このシチュエーションは，後
に戯曲『オルフェj (1926) の幕切れにおいて再現されることになる。 (d. J. Cocteau， ο'1>hét， 
dans 侶U!'lï'.I， tome V , p. 9:{) 













































る。二作品の héros の名がボール (Paul) というごくありふれた男性名で共通
していること，それに対して『恐るべき子供たちj ではエリザベート
(Elisabeth) , rポールとヴイルジニーJ ではヴィルジニー (Virginie) という，
フランス人名としてはむしろ珍しい部類に入る名前がそれぞれの héroïne に与
えられていることに，注意したし、。 Virginie という prénom がフランスに根付
くのは18世紀末のことであり，そのきっかけを作ったのは，他ならぬ『ポール
とヴィルジニー』であった。サン=ピエールは，当時独立したばかりの「新世
界j アメリカで移民の娘達に多く名付けられた Virginia という prénom から，
純潔の héroïne に相応しい名前 Virginie を取ったわけであるが，後に合衆国
の州名にもなった Virginia とは，言うまでもなくイギリスのエリザベス










] 9) cf. Fr馘駻ique de Gravelaine, Enにydoþédie d，ω PrhlOIl1 S， Robt'rt Laffont, 19B!}. 
